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初
予
算

四
十
重
億
ロ
手
百
重
寺
万
円

　
今
年
度
第
一
回
の
定
例
市
議
会
が
三
月
六
日
招
集
さ
れ
、
本
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
及
び
昭
和

五
十
二
年
度
補
正
予
算
並
び
に
条
例
の
一
部
改
正
等
十
三
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
三
月
十
七
目
ま
で
の
十
一
目
問

の
会
期
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度
よ
り
九
億
九
千
四
百
七
十
万
円
増
の
四
十
五
億
一
千
百
五
十
万
円

特
別
会
計
を
加
え
る
と
予
算
総
額
は
五
十
八
億
二
千
六
百
七
十
七
万
七
千
円
と
な
り
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
ニ
ニ
．

五
％
の
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
政
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
百
五
十
七
回
白
石
市
議
会
定
例

会
に
当
り
所
信
の
一
端
を
の
べ
各
位

の
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
も
市
長
就
任
二
年
度
目
を
迎
え

懸
案
の
諸
問
題
も
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
解
決
と
実
施
に
向
っ
て
す
す

ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
白
石
市
の
地

理
的
な
或
は
伝
統
の
特
徴
を
生
か
す

施
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計

画
審
議
会
等
に
は
か
っ
て
鋭
意
検
討

中
で
あ
り
、
本
年
は
又
市
制
施
行
二

十
五
周
年
と
い
う
一
つ
の
く
ぎ
り
の

年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
求
め
べ
く

し
て
果
し
得
な
か
っ
た
問
題
や
市
政

表
面
に
は
現
れ
に
く
か
っ
た
か
く
れ

た
徳
行
に
対
す
る
感
謝
、
青
少
年
の

志
気
昂
揚
に
関
す
る
諸
問
題
並
び
に

故
麻
生
市
長
の
業
績
等
に
対
し
て
も

顕
彰
の
微
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　

昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
編
成
に

際
し
て
は
見
透
し
の
き
く
財
源
の
範

囲
に
押
え
従
来
通
り
健
全
財
政
の
基

本
路
線
を
守
る
考
え
の
上
に
立
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
懸
案
の
諸
問
題
に
対
す
る
見

解
を
併
せ
述
べ
る
事
に
い
た
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
越
河
、
斎
川
地
区
の
水

渇
れ
対
策
に
つ
い
て
は
、
根
本
対
策

の
樹
立
が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

建
部
新
幹
線
工
事
局
長
の
新
任
を
期

と
し
て
水
源
を
他
に
求
む
る
事
を
も

併
せ
考
え
た
恒
久
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
東
北
新
幹
線
白
石
駅
周

辺
の
区
画
整
理
に
つ
い
て
は
、
大
鷹

沢
地
区
及
び
向
田
地
区
の
同
意
を
得

換
地
設
計
ま
で
の
前
進
を
み
、
必
要

用
地
七
千
五
百
坪
の
買
収
交
渉
を
す

す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
第
三
に
、
白
石
川
河
道
整
備
事
業

は
、
一
部
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
が

用
地
買
収
と
離
作
補
償
等
を
本
年
度

中
に
完
了
し
整
備
作
業
に
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
耕
作
者
の
中
に
は

強
硬
な
反
対
者
も
お
る
様
に
き
い
て

お
り
ま
す
の
で
鋭
意
話
合
を
す
す
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
四
に
、
バ
イ
パ
ス
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
国
が
五
十
四
年
度
開
通
の

方
針
を
か
た
め
て
お
る
様
で
す
か
ら

更
に
そ
の
実
現
に
つ
い
て
運
動
を
す

す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
、
本
年
度
の
重
要
事
業
と
し

て
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
と
母
子
寮
の

建
設
、
林
道
整
備
と
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
、
小
久
保
平
沼
線
の
新

設
、
地
方
卸
売
市
場
の
建
設
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
公
営
住
宅
の
建
設

等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
し
、
教
育

関
係
で
は
、
福
岡
小
学
校
の
屋
体
、

小
原
小
学
校
の
プ
ー
ル
、
越
河
公
民

館
等
の
新
設
等
を
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
以
上
、
諸
問
題
の
実
行
の
た
め
総

額
四
十
五
億
一
千
余
万
円
の
歳
出
を

計
上
し
、
そ
れ
に
見
合
う
歳
出
を
計

上
し
、
そ
れ
に
見
合
う
歳
入
の
見
透

し
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
前

に
申
し
述
べ
ま
し
た
通
り
現
時
点
に

お
い
て
の
確
実
な
財
源
を
基
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
二
十
五
周
年
の
記

念
事
業
費
と
か
、
当
初
予
算
に
計
上

し
得
な
か
っ
た
事
業
費
等
に
つ
い
て

は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
事
に
い
た
し

ま
し
た
。

又
、
予
算
を
と
も
な
わ
な
い
救
急
医

療
、
夜
間
診
療
、
そ
の
他
福
祉
事
業

の
整
備
等
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
方

面
と
万
全
の
措
置
を
と
る
様
具
体
策

を
ね
っ
て
お
り
ま
す
し
、
市
職
員
の

市
民
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
サ

ー
ビ
ス
活
動
に
重
点
を
お
い
て
明
る

い
市
政
の
実
現
に
努
力
を
つ
づ
け
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。
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効率的な財政運営を

　
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
本
年

度
、
政
府
予
算
編
成
の
関
係
も
考
慮

し
、
我
が
国
の
経
済
、
財
政
の
状
況

に
鑑
み
、
景
気
対
策
の
た
め
の
公
共

事
業
の
大
巾
な
増
加
に
伴
い
、
当
市

に
お
い
て
も
政
府
と
同
一
基
調
に
よ

り
投
資
的
経
費
を
大
巾
に
増
加
し
、

義
務
的
経
費
を
除
く
物
件
費
、
補
助

費
等
は
、
極
力
抑
制
又
は
節
減
に
努

め
、
市
民
に
対
す
る
行
政
水
準
の
充

実
と
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
積
極

的
に
効
率
的
な
財
政
運
営
を
い
た
す

べ
く
考
慮
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
議
会
費
”
一
億
一
千
五
百
九
十
三

万
七
千
円
、
議
会
運
営
費
及
び
事
務

謹

錨騨岬

局
に
要
す
る
費
用
と
し
て
。

　
総
務
費
“
七
億
三
千
三
百
十
三
万

二
千
円
こ
の
中
に
は
交
通
安
全
対
策

費
一
千
九
十
七
万
七
千
円
、
広
報
・

広
聴
な
ど
に
一
干
四
百
二
十
六
万
二

千
円
、
市
史
編
纂
費
一
千
三
十
二
万

一
千
円
、
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
等
の

報
償
費
、
な
ど
税
務
関
係
に
九
千
三
百

八
十
八
万
八
千
円
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
に
二
干
五
百
三
十
五
万
円
、

選
挙
関
係
費
に
一
千
九
百
五
十
五
万

三
千
円
、
統
計
調
査
費
に
一
干
百
五

十
五
力
二
千
円
な
ど
か
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
民
生
費
”
九
億
八
千
百
三
十
五
万

九
千
円
、
こ
の
中
に
は
、
児
童
福
祉

費
三
億
三
千
九
十
九
万
七
千
円
の
う

ち
、
母
子
寮
建
設
費
八
千
二
百
二
十

九
万
三
千
円
、
母
子
福
祉
対
策
資
金

貸
付
金
四
百
万
円
、
児
童
館
費
三
百

十
七
万
九
千
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
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衛
生
費
阻
三
億
七
千
五
百
十
九
万

八
千
円
、
こ
の
中
に
は
胃
腸
病
検
診

各
種
ガ
ン
検
診
、
結
核
検
診
、
乳
児

健
康
診
断
等
の
各
種
委
託
料
一
千
九

百
九
十
一
万
二
千
円
、
環
境
衛
生
費

七
百
四
十
三
万
二
千
円
、
公
害
対
策

費
百
三
十
万
二
千
円
、
健
康
セ
ン
タ

ー
建
設
費
二
億
九
千
七
百
二
十
万
六

千
円
、
清
掃
費
で
は
、
し
尿
・
ご
み

処
理
経
費
と
し
て
二
億
四
千
九
百
十

万
六
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
労
働
費
”
四
千
百
三
十
万
六
千
円

こ
の
中
に
は
失
業
対
策
に
一
千
五
百

三
十
一
万
三
千
円
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
及
び
働
く
婦
人
の
家
運
営
経
費

に
二
千
五
百
九
十
九
万
三
千
円
な
ど

か
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
”
二
億
六
千
八
百

六
十
五
万
三
千
円
、
こ
の
中
に
水
稲

病
害
虫
防
除
事
業
費
補
助
金
な
ど
に

八
百
四
十
六
万
五
千
円
、
団
体
営
草
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　　　　　　　　　　予備費　778千円（一）
937千円（2．5％）

麟離：翻　　　　　［亟璽
　　　　　　・菖　議

　　　　嘩　　斬会

翼球罫梅F

3濡円織驚
「彗鞠遡 ・穐1野

　　　土木賀
　　　　618，・18千円教韻
　　　　　（13・7％）631蹴劉

3



地
開
発
整
備
事
業
工
事
委
託
料
三
千

九
百
八
十
五
万
二
千
円
、
林
道
開
設

費
二
千
八
百
六
十
万
円
、
第
二
次
林

業
構
造
改
善
事
業
費
三
千
五
百
七
十

七
万
二
千
円
、
他
農
業
委
員
会
費
経

費
な
ど
に
六
百
三
十
九
万
円
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
”
三
億
三
千
三
百
九
万
六

千
円
、
商
工
振
興
費
と
し
て
中
小
企

業
振
興
資
金
融
資
制
度
貸
付
金
三
千

万
円
、
中
小
企
業
小
口
融
資
制
度
貸

付
金
三
百
万
円
、
観
光
費
、
沼
・
小

久
保
平
観
光
道
路
新
設
工
事
七
百
十

二
万
円
、
南
蔵
王
白
石
ス
キ
ー
場
無

料
休
憩
所
新
設
工
事
一
千
五
百
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
土
木
費
”
六
億
一
千
八
百
一
万
八

千
円
、
こ
の
中
に
道
路
、
橋
梁
管
理
に

二
千
六
百
二
十
九
万
六
千
円
、
道
路

維
持
補
修
に
要
す
る
経
費
に
一
千
五

百
六
十
六
万
九
千
円
、
道
路
新
設
費

に
一
億
五
千
四
十
九
万
四
千
円
、
都

市
計
画
街
路
整
備
事
業
一
億
二
千
二

十
二
万
六
千
円
、
市
営
住
宅
管
理
費

に
一
干
四
百
九
十
一
万
七
千
円
、
公

営
住
宅
建
設
事
業
費
に
一
億
三
千
六

百
九
十
万
九
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
費
”
一
億
六
千
二
百
八
十
三

万
八
千
円
、
こ
の
中
に
仙
南
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
に
一

億
一
千
八
百
七
十
八
万
一
干
円
、
消

火
栓
標
識
設
置
、
積
載
車
車
庫
建
設

防
火
水
槽
築
造
、
可
搬
式
動
力
ポ
ン

プ
及
び
ホ
ー
ス
購
入
な
ど
七
百
九
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
”
六
億
三
千
六
十
三
万
七

千
円
、
こ
の
中
に
は
教
育
委
員
会
並

び
に
教
育
振
興
費
一
干
二
百
七
十
三

万
一
千
円
、
奨
学
資
金
貸
付
基
金
に

三
百
万
円
、
小
中
学
校
管
理
費
一
億

三
干
四
亘
二
十
二
万
円
、
う
ち
校
舎

公
設
卸
売
市
場
建
設
地

修
繕
に
一
千
六
百
七
十
五
万
七
干
円
、

幼
稚
園
費
四
千
八
百
七
十
四
万
三
千

円
、
学
校
建
設
費
で
は
、
福
岡
小
学

校
屋
内
運
動
場
新
造
改
築
及
び
小
原

小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
新
設
工
事
費
に

八
千
百
八
十
六
万
四
千
円
、
社
会
教

育
費
五
干
四
百
九
十
一
万
三
千
円
、

市
民
の
教
養
活
動
運
営
に
当
る
公
民

館
費
二
干
四
百
九
十
一
万
三
千
円
、

越
河
公
民
館
建
設
費
七
千
十
万
円
、

図
書
館
費
七
百
九
十
六
万
八
千
円
、

史
蹟
保
存
、
文
化
財
保
護
及
び
社
会

体
育
費
な
ど
に
四
百
三
十
三
万
五
千

円
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。　

公
債
費
置
二
億
三
千
四
百
八
十
六

万
二
干
円
で
、
そ
の
中
に
地
方
債
償

還
元
金
は
九
干
五
百
七
十
二
万
五
千

円
、
同
じ
く
利
子
な
ど
が
一
億
三
千

八
百
七
十
六
万
一
千
円
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
越
河
公
民
、
館
建
設
地

新
病
糠
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
立
刈
田
病

　
か
ね
て
、
建
設
中
の
公
立
刈
田
病
院

の
新
病
棟
が
完
成
、
三
月
一
日
よ
り

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
延
べ
建
築
面
積
六
千
三
百
二
十
四

平
方
加
、
収
容
ベ
ッ
ト
数
、
百
七
十

床
で
救
急
医
療
専
用
ベ
ッ
ト
が
、
四

床
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
ベ
ッ
ト
数
は
旧
病
棟
の
一

般
結
核
、
伝
染
病
用
を
あ
わ
せ
て
三

百
三
十
床
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
症
患
者
・
術
後
者
を
常

時
監
視
す
る
I
C
U
装
置
（
十
二
床
）

人
工
透
析
室
な
ど
も
設
置
し
、
最
新

鋭
の
医
療
施
設
が
十
分
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
使
用
し
て
い
る
旧
病
棟
も

改
修
を
は
じ
め
て
お
り
、
来
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院

ま
で
に
は
全
面
増
改
築
が
完
成
す
る

予
定
で
す
。

　
新
病
棟
内
部

地
階
・
機
械
室
・
電
気
室
・
霊
安
室

｝
階
　
会
議
室
・
厨
房
・
食
堂

二
階
手
術
室
・
人
工
透
析
室
・
中

　
　
　
央
材
料
室

三
・
四
・
五
階
　
病
室

屋
上
　
浴
場

　
昨
年
十
【
月
よ
り
、
腎
外
来
（
腎

臓
病
）
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
週
、
月
曜
日
東
北
大
学
医
学
部

第
二
内
科
、
講
師
佐
々
木
康
彦
先
生

が
来
院
し
て
診
療
し
て
お
り
又
、
二

月
一
日
か
ら
外
科
医
（
専
門
乳
ガ
ン
）

熊
谷
暢
夫
先
生
が
赴
任
し
て
参
り
ま

し
た
。

　　　　　　　　　議．

　　　　　袋灘雑1篇

謹翫露癖㌦灘ガ

完
成
し
た
新
病
棟

　
　
、
霧
澱
　
楚
縮
簸
轟
ー　繊一礪嶺

駆編蜜・・，

∠
㌦
馨
ヤ

灘
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麗朧朧鰯鰯襲朧麗朧藩騰藩饗襲繍襲朧麗麗

域区学通の

　
白
石
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
五

十
一
年
度
以
来
多
く
の
方
の
意
見
を

聞
き
、
検
討
を
重
ね
、
小
学
校
及
び

中
学
校
の
通
学
区
域
と
し
て
定
め
ま

し
た
。

　
こ
の
規
則
に
し
た
が
い
住
民
登
録

さ
れ
た
住
所
を
も
と
に
み
な
さ
ん
の

お
子
さ
ん
が
通
学
す
べ
き
学
校
を
指

定
い
た
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
在
学
中
住
所
地
の
変

更
に
よ
り
通
学
区
域
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
、
す
み
や
か
に
転
校
さ
れ
る

よ
う
願
い
ま
す
。

　
白
石
第
一
小
学
校

　
白
石
地
区
の
う
ち
、
中
町
、
長
町

亘
理
町
、
短
ケ
町
、
新
町
、
西
益
岡

中
益
岡
、
東
益
岡
、
清
水
小
路
、
寿

町
、
本
郷
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第

四
、
上
郡
山
、
郡
山
、
小
下
倉
、
福

岡
地
区
の
う
ち
滝
下
の
各
行
政
区

　
白
石
第
二
小
学
校

　
白
石
地
区
の
う
ち
、
南
町
、
田
町

本
町
、
柳
町
、
鷹
巣
、
西
益
岡
の
う

ち
（
兀
山
、
大
平
森
合
兀
山
、
大
平

森
合
八
幡
坂
、
福
岡
蔵
本
屋
敷
前
一

の
一
か
ら
九
の
四
）
、
大
鷹
沢
第
二

区
の
う
ち
（
田
中
地
区
）

　
白
石
第
二
小
学
校
公
立
刈
田
病
院

分
校
、
白
石
市
立
小
学
校
の
全
通
学

区
域

　
越
河
小
学
校

　
越
河
地
区
の
全
行
政
区

　
斎
川
小
学
校

　
斎
川
地
区
の
全
行
政
区

　
大
平
小
学
校

　
大
平
地
区
の
全
行
政
区

　
大
鷹
沢
小
学
校

　
大
鷹
沢
地
区
の
全
行
政
区
、
た
だ

し
第
二
行
政
区
の
う
ち
田
中
地
区
は

除
く
。

　
白
川
小
学
校

　
白
川
地
区
の
全
行
政
区

　
福
岡
小
学
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
、
尾
箆
、
上
原

下
原
、
鎌
先
、
山
の
下
、
沖
、
山
根

八
宮
、
芹
沢
の
各
行
政
区

　
福
岡
小
学
校
八
宮
分
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
、
大
綱
、
三
住

（
川
童
屋
敷
、
川
童
屋
敷
南
）
弥
治

郎
（
樋
ノ
塚
は
除
く
）
の
各
行
政
区

　
福
岡
小
学
校
長
峰
分
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
、
沼
、
川
原
子

弥
治
郎
（
樋
ノ
塚
）
の
各
行
政
区

　
福
岡
小
学
校
不
忘
分
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
不
忘
行
政
区

　
福
岡
小
学
校
蔵
王
分
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
蔵
王
行
政
区

　
深
谷
小
学
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
、
西
区
上
、
西

区
下
、
南
区
、
東
区
、
北
区
の
各
行

政
区

　
深
谷
小
学
校
一
一
一
住
分
校

　
福
岡
地
区
の
う
ち
ゴ
一
住
行
政
区
た

だ
し
ゴ
一
住
行
政
区
の
う
ち
川
童
屋
敷
、

川
童
屋
敷
南
は
除
く
。

　
小
原
小
学
校

　
小
原
地
区
の
全
行
政
区

　
白
石
中
学
校

　
白
石
第
一
小
学
校
通
学
区
域
（
滝

上
行
政
区
を
除
く
）
白
石
第
二
小
学

校
通
学
区
域
、
大
平
小
学
校
通
学
区

域　
白
石
中
学
校
公
立
刈
田
病
院
分
校

　
白
石
市
立
中
学
校
の
全
通
学
区
域

　
南
中
学
校

　
越
河
小
学
校
通
学
区
域
、
斎
川
小
学

校
通
学
区
域

　
大
鷹
沢
中
学
校

　
大
鷹
沢
小
学
校
通
学
区
域

　
白
川
中
学
校

　
白
川
小
学
校
通
学
区
域

　
福
岡
中
学
校

　
福
岡
小
学
校
通
学
区
域
、
福
岡
小
学

校
各
分
校
、
深
谷
小
学
校
及
び
三
住

分
校
、
白
石
第
一
小
学
校
（
滝
上
行

政
区
）

　
小
原
中
学
校

　
小
原
小
学
校
通
学
区
域

伝承物噌を

な
ず
ね
で
㊧

鶴
供
養
の
碑
　
　
　
　
白
石
市
史
編
纂
委
員

　
白
石
地
方
に
は
動
物
類
の
供
養
碑

一
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
珍
ら
し
い
鶴
供
養
の
碑
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
（
表
紙
写
真

参
照
）
こ
の
碑
は
福
岡
小
学
校
の
裏

坂
の
路
傍
に
あ
る
。
長
い
間
土
の
中

に
埋
も
れ
て
来
た
が
、
大
正
時
代
道

一
路
修
理
の
際
堀
り
起
こ
し
、
故
大
内

幸
之
助
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
次

第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
自
然
石
で
刻
銘
は
見
え
な
い
が
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
話
が
地
元
の
老

人
た
ち
に
よ
っ
て
話
り
つ
が
れ
て
来

一
た
・

　
時
は
、
八
幡
太
郎
義
家
の
家
来
の

刈
田
左
兵
衛
尉
と
か
い
う
士
の
子
孫

が
、
刈
田
氏
か
白
石
氏
を
名
乗
っ
て

こ
の
地
方
に
君
臨
し
て
い
た
時
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は

伝
説
で
あ
っ
て
歴
史
上
確
実
な
時
代

　
と
は
言
え
な
い
。

　
　
時
の
城
主
の
命
を
受
け
た
係
り
の

㎜
獄
湿
の
数
人
が
、
あ
る
晩
秋
の
一
日

三
沢
村
（
大
鷹
沢
）
の
付
近
に
狩
小

屋
を
作
っ
て
「
お
と
り
」
の
鳥
を
所

所
に
配
置
し
て
野
鳥
の
類
を
誘
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
』
羽
の
丹
頂
づ

る
が
飛
ん
で
来
て
終
日
天
空
を
舞
い

回
っ
て
、
夕
暮
に
な
っ
て
や
っ
と
ま

い
降
り
た
。
狩
人
達
が
早
速
そ
れ
を

〔
福
岡
地
区
〕

　
　
　
　
　
飯
沼
寅
治

射
止
め
る
と
、
そ
の
羽
毛
と
い
い
、

丹
頂
と
い
い
、
実
に
見
事
な
も
の
で

そ
の
上
、
脚
に
は
金
の
環
が
は
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
で
高
貴
な
人
の
飼

鳥
だ
ろ
う
と
、
そ
の
こ
と
を
城
主
に

言
上
し
た
。
城
主
は
そ
の
不
思
議
な

鶴
の
容
姿
に
驚
き
、
い
ろ
い
ろ
と
調

べ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
事
が
わ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
九
年
の
役
の
戦
（
［
〇
六
二
年

平
定
）
の
あ
と
、
義
家
は
賊
徒
供
養

の
た
め
に
京
都
六
條
坊
門
の
ほ
と
り

に
耳
塚
と
い
う
堂
を
建
て
た
。
ま
た
、

亡
者
追
福
の
た
め
に
、
多
く
の
鶴
に

黄
金
の
環
を
つ
け
て
大
空
に
放
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
そ
の

う
ち
の
一
羽
に
義
家
の
子
孫
の
為
朝

が
九
州
阿
蘇
山
の
麓
で
出
会
い
、
そ

の
後
そ
の
鶴
の
手
引
で
源
氏
再
興
の

計
画
を
進
め
る
事
が
で
き
た
と
い
う

話
で
あ
る
。
鶴
は
千
年
も
生
き
る
鳥

で
あ
る
か
ら
、
白
石
の
鶴
も
義
家
が

放
し
た
鶴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

城
主
は
非
常
に
こ
の
鶴
の
最
後
を
あ

わ
れ
み
、
現
在
の
土
地
に
ね
ん
ご
ろ

に
供
養
し
て
厚
く
埋
葬
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
　
（
昭
和
四
十
九
年
五
月

か
ら
満
四
年
間
連
載
の
「
史
跡
・
伝

承
・
物
語
を
た
ず
ね
て
」
は
都
合
に

よ
り
、
今
回
を
も
っ
て
終
り
ま
す
。
）

■
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犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、

狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
の
二
つ
の
鑑

札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
該
当
す
る

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
ヵ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む

と
、
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
な
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
錨
札
を
う
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非
常

に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万
一

の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の
鑑

札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
は
た
し
ま

し
よ
・
フ
。

　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
の
放
棄
を

し
た
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
又
は
出

張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

6

犬の登録及び狂犬病予防接種
◎昭和53年度第1回犬の登録並ぴに狂犬病予防注射実施に

　ついて（お知らせ）

　このことについて狂犬病予防法第4条並びに第5条の規

　定に基づき下記の日程により実施いたしますので、お知

　らせいたします。

間時所場曜施
日

実
月

施
区

実
地

30

30
午前9：00～11
午後13：00～15

0
　
0
　
0

Q
J
4
3

ハ
》
　
－
　
【
U

～
　
～
　
～

ハ
》
0
0

0
4
　
0

9
0
3

前
ー
後

午
－
午

30

30

30

30

午前9：30～11
午後13：00～15

午前9：00～10
　〃　　10：40～11

0
0
0
　
0

3
　
0
『
0
　
3

00～11
00～14
20～14
00～15

9
3
4
5

前
後
ー
ー

午
午
，
，

白石保健所前

中央公民館前

鷹ノ巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前
郡山元畜産開発公社跡

越河出張所前
越河駅前

斉川出張所前
中斉川集会所前

大平分室前

大鷹沢出張所前
中ノ内集会所前
耳取停留所前

水
召53

4・12

木13〃

石白

金14〃河越

土15ノノliI斉

月17〃

平
　
沢

大

大鷹

0
0
0
0

0
4
3
3

30～10

20～11
00～13
00～15

9
0
3
4

前
ノ
後
ノ

午
，
午
ー

内親生活センター前
白川出張所前
小野商店前
犬卒都婆集会所前

火18〃
月1白

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
∩
》
　
0
　
0

5
3
0
4
0
5
2
0

30～9
00～10
40～11
10～11

00～14
20～14
00～15
30～16

9
0
0
1
3
4
5
5

前
ー
ー
ー
後
ー
ー
ー

午
ー
ー
，
午
，
ー
，

上戸沢公会堂前
下戸沢公会堂前
冷清水公会堂前
赤井畑停留所前
小原出張所前
新町停留所前

石屋前
小原かつらや前

水19〃原ノ1・

0
　
0
　
0
0

3
　
0
　
0
　
3

午前9：30～10
　〃　　10：40～11

　〃　11：20～12

午後13：20～14

滝ノ下会館前
原作業所前
弥治郎集会所前
鎌先詰所前

木20〃

0
0
0
0

0
3
0
30
0
0

り
0
　
2
　
3

午前9：30～10
〃　10：15～11
〃　 11：40～12

午後13：10～14

午前9：30～10
〃　10二40～11

午後13100～14

大網集会所前
八宮生活センター前

西区上集会所前
南区木須商店前

北区木須商店前
平林商店前
福岡分室前

金21ノ1

土22〃

0
0
0
0
0

0
　
0
4
　
ハ
》
3

午前9：40～10
　〃　　10：30～11

　〃　　11　：10～11

　〃　 11：45～12
午後13：00～14

川原子停留所前
不忘関商店前
岡部捨雄宅前
下ノ集乳所前
三住開拓農協前

月24〃

岡福

農
縫
賃

・
4
彰

　
農
家
の
み
な
さ
ん
、
こ
と
し
も
い

よ
い
よ
春
の
農
作
業
の
時
期
を
迎
え

な
に
か
と
忙
し
い
毎
日
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
作
業

の
労
働
賃
金
を
定
め
、
み
な
さ
ん
に

ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が

こ
と
し
も
農
作
業
労
働
標
準
賃
金
を

定
め
ま
し
た
。

　
標
準
賃
金
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
他
産
業
の
労
働
賃
金
の
上
昇
率

や
、
そ
の
他
の
諸
物
価
の
指
数
な
ど

を
も
と
に
農
業
委
貝
会
が
協
議
検
討
準

し
決
定
し
た
も
の
で
す
．
標

お
た
が
い
に
こ
の
標
準
賃
金
を
守
金

　
　
　
　
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

聾
識
懸
覇

㌣
幽

　
　
　
　
驚
・

、
紬
み
礁

、
蓋

議
酔

購

駄騨
辮騰が

憲
き

3
篤

昭和53年度農業労働賃

53標準賃金

　　4，000

　　4000

　　4，000

　　4，000

　　6，500

　　3，800

　　3，500

　　3，000

　　　　800

　　　　600

単　　位

10アール

10アール

1　　日

1　　日

10アール

10アール

1　　日

玄米1俵
（60kg）

摘　　　 要

耕うん機使用
　　〃
男　 女　 共

男　 女　 共

バインダー刈取結束のみ

耕うん機使用
　　男
　　女

名

転

業

ぎ
」

カ

植

り

り

転

刈

刈

稲

作

耕

代

田

稲

作業区分

負請

水
　
田
作
業

般事

耕

農

畑作業
般
業

一
作

く

り

こ

摺み

脱

薔
製
業

調
作

53標準料金
　　4．500

　　4，000

　　4，000

　15，000

　　5，000

　　　　550

　　4，500

　　4，000

　13，000

　14，000

　　6．000

金

単　　位

10アール

　〃

　〃

　〃

　〃
1箱当り

10アール

　〃

料

10アーノレ

大型農機具協定
摘　　　　　　　　　　　要
トラクター　　プラウ（すき）

トラクター　　ロータリー

トラクター

機械植　　苗持請負10a18箱
機械植　　苗別

育　苗　の　み

トラクター　　プラウ（すき）

トラクター　　ロ・一タリー

自脱型コンバィン

　　　〃　　　（わら結束の場合〉

ハーベスター

作業名
水田耕転
水田代かき’

植田

耕転畑

収穫作業

◎　1日労働時間を8時間とする。ただし田植の場合は従来の慣習
　による1日とする。

◎　地形、天候の関係で特に作業困難の場合は労使双方で協議の上
　きめること。

◎　特に明記されていない農作業で農事一般作業の賃金によりがた
　い場合はその地域の協定による賃金にすること。
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国
保

「
高
額
療
養
費
」
委
任
払

　
病
気
や
ヶ
カ
な
ど
で
病
院
に
か
か

っ
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の
三
割
は

自
己
負
担
と
し
て
病
院
の
窓
口
に
支

払
っ
て
お
り
ま
す
。

　
▽
患
者
の
負
担
を

　
　
　
　
　
軽
減
す
る
た
め
に
△

　
自
己
負
担
額
が
同
じ
月
内
に
、
同

じ
病
院
等
で
三
万
九
千
円
以
上
支
払

っ
た
場
合
、
三
万
九
千
円
を
超
え
た

額
を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
必
要

な
審
査
を
し
ニ
カ
月
後
に
払
い
戻
し

て
お
り
ま
す
。

　
▽
三
万
九
千
円
を
超
え
る

　
　
　
支
払
い
が
困
難
な
人
に
△

　
市
で
は
、
市
医
師
会
の
協
力
で
、

こ
の
高
額
医
療
費
（
三
万
九
千
円
を

超
え
る
額
）
の
支
払
が
困
難
な
入
に

つ
い
て
は
、
病
院
等
の
窓
口
に
申
出

て
、
高
額
療
養
費
の
受
領
権
を
病
院

等
に
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
万

九
千
円
の
自
己
負
担
だ
け
支
払
う
と

い
う
方
式
（
委
任
払
い
方
式
）
を
本

年
度
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
）
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
委
任
払
い
方
式
を
希

望
さ
れ
る
方
は
病
院
等
の
窓
口
に
申

出
て
、
必
要
書
類
（
病
院
等
の
窓
口

い

本
年
度
も
継
続
実
施

に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　
▽
委
任
払
い
を

　
　
　
　
　
希
望
し
な
い
場
合
△

　
病
院
等
に
自
己
負
担
額
三
万
九
千

円
以
上
支
払
っ
た
人
に
は
、
保
険
課
、

各
出
張
所
、
分
室
の
窓
口
に
病
院
等

で
支
払
っ
た
受
領
書
、
被
保
険
証
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
支
給
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
領
に
つ
い
て
銀
行
口
座

振
込
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
預
金
通

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
保
険
課
給
付
係
（
丹

五
－
二
一
一
一
内
線
一
五
一
）
へ

改
ず

か
湊

料
れ
、

作
，、さ

小
訂

日から適用一一4月1

　
農
地
の
標
準
小
作
料
が
改
訂
さ
れ

四
月
一
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
小
作
料
は
三
年
ご
と
に
経
済

の
変
動
等
を
勘
案
し
て
、
農
業
委
員

会
が
定
め
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
改
訂
で
は
田
が
二
六
～
二

九
智
　
畑
が
五
〇
～
五
五
督
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
作
料
は
別
表
の
通
り
で
す
の
で

こ
れ
を
一
応
の
目
安
と
し
て
契
約
し

て
下
さ
い
。

　
こ
の
小
作
料
が
適
用
さ
れ
る
の
は

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降
に
契

約
を
し
た
場
合
で
、
そ
れ
以
前
か
ら

小
作
契
約
を
し
て
い
た
も
の
に
つ
い

て
は
従
来
の
国
の
統
制
小
作
料
が
適

用
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
く
わ
し
く
は
市
農
業
委
貝
会

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
（
盈
五
～

二
一
二
内
線
二
二
五
番
）

8

米
生
産
調
整
に
伴
う

　
米
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
県
よ

り
市
に
提
示
さ
れ
た
努
力
目
標
面
積

一
四
六
レ
（
当
初
一
五
二
后
）
の
消

化
に
あ
た
り
、
市
で
昭
和
五
十
三
年

度
に
限
り
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
転
作

（
管
理
休
耕
を
含
む
）
と
通
年
施
行

を
も
っ
て
目
標
面
積
を
達
成
す
べ
く

過
日
転
作
希
望
面
積
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
と
こ
ろ
皆
さ
ん
の
多
大
な
る

ご
協
力
に
よ
り
目
標
面
積
を
ほ
ぼ
達

成
で
き
る
見
込
み
と
滋
り
ま
し
た
。

　
こ
の
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し

て
皆
さ
ん
か
ら
農
協
に
売
渡
し
す
る

昭
和
五
十
三
年
産
米
（
政
府
買
入
限

度
数
量
）
一
俵
当
り
百
円
を
農
家
相

互
補
償
金
と
し
て
て
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
事
業
実
施
者
に
対
し
十
『
当

り
五
千
円
を
相
互
補
償
す
る
こ
と
に

こ
の
程
開
か
れ
た
協
議
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
事
情
ご
理
解

の
う
え
ご
協
力
お
願
い
た
し
ま
す
。

白石市）
53．4，1適用

標準小作料

上昇額改訂後の標準小作料改訂前の標準小作料

田田

6．000円

5．500円

5．000円

29，000円

25．500円

22．OOO円

23．OOO円

20．000円

17．000円

上
　
中
　
下

女田畑

6．000円

5．000円

3．000円

8．000円

4．000円

9．000円

12．000円

9．000円

6．000円

上
　
中
　
下

義縷

　
　
　
　
　
　
ρ
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
子
ど
も
に
と
っ
て
身
の
ま
わ
り
に

は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
一
歳
以
後
子
ど
も
の
死
亡
原
因
の

第
一
位
は
常
に
不

慮
の
事
故
な
の
で

す
。
事
故
は
交
通
　
　
　
　
　
、

事
故
・
水
の
事
故

な
ど
戸
外
で
の
出
来
事
ば
か
り
で
は

な
く
墜
落
、
・
火
傷
・
誤
飲
と
い
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
い
子
ど
も
自
身
に
危
険
を
さ

け
る
能
力
が
な
い
以
上
、
こ
れ
ら
を

予
防
す
る
の
は
大
人
の
つ
と
め
で
あ

り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
水
遊
び
が
好
き
で
す
が

夢
　
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
立

　
　
　
　
　
　
　
　
詳

　
　
私
の
夢
は
自
分
で
作
っ
た
物
語
を

「
本
に
し
て
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
そ
う
思
っ
た
か
、
そ
れ
は
、
私

微
小
さ
い
頃
、
病
弱
で
め
っ
た
に
外

事
故
を

　
　
占
せ
ご
う

湯
ぶ
ね
や
洗
濯
機
に
逆
さ
に
落
ち
て

溺
れ
た
話
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
ぶ
せ
寝
や
添
い
寝
で
の
窒
息

事
故
も
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
口
に
入
る
大
き
さ
の
丸
い
も
の
は

赤
ち
ゃ
ん
の
行
動
範
囲
に
お
か
な
い

こ
と
、
誤
飲
し
て
の
ど
に
ひ
っ
か
け

る
と
大
変
危
険
で
す
。

　
殺
虫
剤
や
大
人
の
薬
は
必
ら
ず
手

の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
へ
し
ま
い
、
こ
と

に
飲
物
や
食
物
の
容
器
に
は
入
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
お
か
な
い
約
束
は

　
　
　
　
　
　
　
大
切
で
す
。

　
“
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ー
ブ
や
熱

　
　
　
　
　
　
　
湯
な
ど
や
け
ど
や

ガ
ス
中
毒
の
も
と
に
も
神
経
質
な
位

に
注
意
し
ま
す
。
窓
や
階
段
に
棚
を

つ
け
縁
側
の
下
に
石
を
お
か
な
い
な

ど
は
墜
落
対
策
で
す
。
ま
た
万
一
の

事
故
や
急
病
に
そ
な
え
て
救
急
車
の

呼
び
方
な
ど
も
一
目
で
わ
か
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
遊
ふ
事
が
な
く
、
家
の
中
で
童
話

の
本
は
か
り
読
ん
で
い
た
．

そ
の
せ
い
か
私
は
本
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

私
は
物
語
を
書
く
の
も
好
き
で
す
が

絵
を
書
く
の
も
好
き
な
の
で
、
し
ょ

う
ら
い
自
分
で
文
も
絵
も
書
い
て
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
か
楽
し
く
読
め

る
絵
本
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
目
標
に
向
が
っ

て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二

轟

異
．
、

定
期
受
講
生
募
集

岱6－2

青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
定
期
講
座

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
受
付
　
四
月
［
日
か
ら

▽
申
込
先
　
白
石
市
勤
労
青
少
年

　
ホ
ー
ム
（
費
五
ー
三
七
こ
○
）

　
へ

定員

20名

35名

10名

20名

20名

20名

教　材　費

扇子代月謝伽円

材料代1，500円

茶菓子400｛）0円

花　代2，000円

花代2，000円

教材費実費

実　　　　費

10名

期　　　間

1ヶ年毎週月曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週木曜日

1ヶ年毎週金曜日

1ヶ年毎週土曜日

短期毎週金曜日

　　　〃

講　座　名

日本舞踊若柳流

料　　　理

茶道裏千家

華道池坊
華道小原流

和　　　裁

剣　　　道

着　　　付

区分

｛
疋

期

講

座

嘩をい

“
受
講
生
募
集
”

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
▽
申
込
み
　
四
月
十
二
日
ま
で
働

　
　
く
婦
人
の
家
へ
（
受
講
料
は
無

　
　
料
で
す
。
）
費
五
－
五
〇
九
五

　
働
く
婦
人
の
家
で
は
、
下
記
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
友
達
を
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

実施時問

10時一12時

10時一13巨寺

10日寺一13日寺

13時一15時

13時一15時

13時一15日寺

10時一12時

10時一12時

実施曜日

第§日曜日

第§日曜日

第§水曜日

第き土曜日

第毒土曜日

第き土曜日

第葦水曜日

第葦水曜日

募集人員

　20名

　　〃

ノノ

〃

〃

15

〃

〃

　講座　名

きもの着付教室

料　理　教　室

　　　〃

華道教室（池ノ坊）

習　字　教　室

和　裁　教　室

洋　裁教　室
茶道教室（表千家）

どんなことて砺

し

L
．

ノ

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
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高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

5
5
　
毘
・
脆

21
4
・
1
8

541815

毎
週
水
木
傘

時
　
間

0
寺
～
2
寺

10

時
～
1
2
時

9
時
3
0
分
ー
1
5
時

0
寺
～
4
劃

0
寺
～
2
寺

B
時
3
0
～
1
4
時
3
0

0
寺
ー
6
寺

9
時
ー
1
4
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
福
祉
事
務
所

大
鷹
沢
出
張
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室
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53年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上1王んでいる人の

子弟で高等学校以上の学校または

これと同等の学校に在学する、心

身ともに健全で経済的な事由で、

学資の支弁が困難な学生を対象に

奨学生を募集します）。

〉　募集人員（応募状況により変

　更することがあ『）ます。）

　○大学生　5人以内

　○短大生　3入以内

　○高校生　2人以内

〉　奨学資金の額

　○大学生（月額）2万円

　○短大生（月額）2万円

　○高校生（月額）1万円

〉　申請の手続き

　教育委貝会事務局に申請用紙が

ありますから所定の事項を記入し

学校長の推せん書と入学前におけ

る学校の成績証明書添付のうえ、

5月10日まで提出して下さい。

　なお日本育英会などから奨学金

を受けている人はご遠慮くざさい

〉　奨学資金の償還

1、貸付期間満了の6ケ月後から

　月賦均等償還の方法により貸付

　を受けた期間の2倍に相当する
　期間内に償還します。（繰上償還

　をすることができます。〉

2、償還金は納入通知書により市
　内の収入代理金融機関に納入し

　ます。くわしくは市教育委貝会

　庶務課（費5～2111番内線
　412番〉にお問い合せ下さい。

助する制度です。

1．援助費を受けられる方

　①現在生活保護を受けている方

　②生活保護を受けていないが、

　受ける状態に困窮している方。

　（例）4人家族（父・母・小学生2

　人）月額82440円（最低生
　活費）一この金額以下の方は生

　活保護の適用を受けられます。

　③市民税を課税されていない方

　受けられる援助費

学用品費、新入学児童生徒学用

品等、通学用品費、通学費、修

学旅行費、学校給食費、医療費

　日本学校安全会災害共済掛金、

校外活動費

　援助費を受けたい方

学校や民生委員等に相談し、学

校、教育委員会に備えてある、

　申請書に記入し、学校又は教育

委員会に提出して下さい。

　申請書の受付は、原則として4

　月初めまでとしますが、年度半

ばにおいて災害、その他の事情

によ1）、援助費を必要とされる

方は、受付ます。又年度半ばに

　おいて生活が好転、その他の事

情で援助が必要でなくなった場

　合は、援助費を取り消します。

　くわしくは、市教育委員会学校

　教育課へ（盈5－2111内線
　415）

2

3

手をつなごうお母さん

　「白石地域の子供達の幸せをみ

んなで考えましょう」との目的で

誕生したお母さんのクラブです。

　現在第2児童館を中心として活

動をしています。現在までに、公

園の遊具点検、清掃、交通安全運

動等自主的に手と手をつなぎ輪を

広げています。

　子供の幸せを願うお母さん、ど

なたでも入会して下さい。みんな

の力で、より豊かな子供に、そし

て明るい地域づく1）をいたしまし

よつ。

　入会希望者は第一児童館費5～

7070白石市亘理町、第二児童

館各5～3875白石市字白石沖
にお問い合せください。

宮城県青年の船
団　　員　　募　　集

就学援助費給与制度

　この制度は、経済的な理由によ

『）就学困難な小学校又は中学校の

児童生徒に学校でかかる費用を援

　団体生活を通じて連帯意識の高

揚と心身の鍛練を図るとともに、

現地の文化、産業、経済等の視察

により国際的な視野を広め明日の

郷土を築く青年としての基礎づく

酢）を目的とした昭和53年度（第6

回）「宮城県青年の船」の団員を

募集しています。

［＞応募資格　日本国籍を有し昭和

　53年1月1日以前から県内に居

　住し、20歳以上30歳未満（4月

　1日現在）の男女

〉募集人員　360名
〉募集期間　4月1日から5月20

　日まで

〉訪問先　フィリピン共和国、沖

　縄県

〉経費　参加負担金15万円、諸経

　費（パスポート申請、ユニホー

　ム等）約3万5千円
〉欠格条件

　①過去に国、地方公共団体の行

　　った同種の事業に参加し海外

　　渡航の経験のある者

　②大学（短大も含む）、高等専

　　門学校、高等学校等に在学中

　
貸
本
は
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切
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で
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き
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縄
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なみ

のん

図

量
日

館

■1

　　の者（勤労学生を除く）

〉申込み先　白石市教育委員会、

　社会教育課（費⑤2111内線

　411）

い
は

てつ違
き

問が告
と

申定
確
た

プロパンガスの保安点検

　4月1日よ1）、宮城県フ。ロノぐン

ガス協会保安センターに於いて白

石地区のガス器具、配管設備等の

第2回の保安点検を実施します。
皆さんの御協力をお願いします。

くわしくは宮城県プロパンガス協

会白石支部（費5～8511番1へ

ブラジル移住者の母国

穐訪問団の来白歓迎会

　今年は海外移住70周年に当り6

月18日ブラジル国政府が「日本入

移住の日」と定め各地で盛大な行

事が開催されるようです。宮城県

では4月4日に母県訪問団48名が

来仙し6月2日までの間滞在しま

す。二の訪問団の中に白石市新町

25～5土生文吉氏（昭和13年移住）

白石市越河平字明堂、菊地茂吉氏

（昭和13年移住）の2名が加って

お1）ます。宮城県海外移住家族会

大河原支部では歓迎会を開催いた

しますので市民の方、会員の方の

参加をお願いします。

〉　日時　4月15日午前11時から

〉　場所　白石市民会館

〉　会費　2000円
〉　申込み　4月10日まで市総務

課まで申込みください。

　くわしくは市役所総務課（盈5

～2111内線323番）へ

　昭和52年分所得税の確定申告の

期限内の受付は、3月15日で終1）

ました。しかし、確定申告書を提

出した後で、計算違いなどのため

に、申告内容が間違っていたこと

に気付いた人は、それを訂正する

ことができます。また、うっか1）

していて申告を忘れていた入は、

すぐに確定申告をする必要があ1）

ます。

〉税額を少なく計算していたとき

　納めた税金が少なかった1）、還

付を受ける税金が多いことに気付

いたときは、正しい金額に訂正す

るために「修正申告」をすること

ができます。

　この修正申告は、税務署から更

正を受けるまではいつでもできま

すが、税務署の調査を受けた後で

修正申告をした1）、修正申告をし

ないで更正を受けたりしますと、

修正申告や更正によって納めるこ

ととなった税額のほかに、その税

額の5％の過少申告加算税がかか
りますのでなるべく早く申告した

方が有利です。

〉税額を多く計算していたとき

　所得や税額を間違えて確定申告

し、税金を納め過ぎていた1）、還

付を受ける税金が少ないことに気

付いたときは、正しい金額に訂正

するように「更正の請求」をする

ことができます。

　更正の請求ができる期間は、申

告期限から1年間で更正の請求を

すると、税務署ではその内容を調

べて、その請求が正当と認められ

たときは、納め過ぎの税金を返す

ことになっています。

　修正申告、更正の請求、期限後

申告等の手続などお分かりになら

ない点は、大河原税務署か市役所

市民相談室にくる（毎月15日10時

から16時まで）税務相談員におた

ずね下さい。

古い簡易保険の
特　　別　　措　　置

　郵便局では、古い簡易保険（昭

和24年5月31日以前に加入の保険）

を下記の期間内に、解約すると保

険金、配当金のほかに、特別付加

金（2000円から6000円以
内）をお支払いする取扱いをして

います。

　この特別措置を希望される方は

お手もとの保険証書をお確めのう

え郵便局に申し出ください。

〉取扱期間

　○昭和16年3月31日以前に加入

　　された方一昭和53年12月31日

　　まで

　○昭和16年4月1日以後に加入

　　された方一昭和54年6月30日

　　まで

　また、郵便局の簡易保険で、保

障と貯蓄を兼ねた「10年満期養老

保険」は、年齢50歳以上の方は、

加入できませんでしたが、今年1
月よF）、60歳までの方が加入でき

るようになりました。

　老後の楽しみにどうぞご加入下

さい。詳しくは、保険外務員また

は、郵便局の窓口でおたずね下さ

い。

　
動

　
運

　
全

　
安

の
通

春
交

4月6日～15日
新入学（園）児童を

　交通事故から守りましょう

　あなたとわたしのふるさと祭り
伝統に新しさを加えた心のふるさと祭り

4月16日（日）

自石春まつり
民謡踊1）　稚児行列　山車　太鼓屋台

子どもみこし　大入みこし　神楽

主催自石春祭実行委員会

協賛白石市他

ママポリスに

　　　自転車寄贈

　昨年暮れ白石警察署に2人のマ

マポリス（婦人少年補導員）が配

置され、青少年非行防止のために

足がわりに使ってほしいと、白石

ライオンズクラブ（池田礼一会長）

はこのほど2台の自転車を贈りま
した。
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簸
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児
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・

百
日
咳
と
保
護
者
の
不
安
が
著
し
い

破
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▽
日
時
　
四
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市
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①
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。
②
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。
③
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。
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児
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収
入
に
な
り
ま
す

　
た
ば
こ
は

　
　
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

多　　白石市の人口
　　　　3月1日現在
　総人口

1婁i催糊

体日急憲当番医

外科
刈田病院
5－2145

宮城医院
5－2062

刈田病院
5－2145

加藤㈹医院
6－2653

朝倉病院
5－2101

銭谷医院
5－2010

内科
柿崎医院
5－2210

大沼医院
5－2502

広瀬医院
5－0238

巴　医院
5－2410

加藤㈲医院
5－2001

引地医院
5－2036

お
し
ら
せ
［

　
　
五
月
号
よ
り
い
ま
ま
で
毎
月

　
十
五
日
発
行
し
て
い
ま
し
た
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
広
報
し
ろ
い
し
お
し
ら
せ
板
」

　
は
一
日
発
行
の
広
報
し
ろ
い
し
〔

　
と
合
併
号
と
な
り
、
増
ぺ
ー
ジ
【

　
で
一
回
だ
け
と
な
り
ま
す
。

　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
つ

　
く
る
ぺ
ー
ジ
を
作
り
ま
す
の
で

市
に
対
す
る
ご
意
見
や
提
案
、

　
そ
の
ほ
か
市
民
の
文
芸
、
詩
、

散
文
、
日
頃
感
じ
た
こ
と
な
ど

気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
．
　
　
〔

　
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
白
石
市
役
所
総
務
課
　
広
報

　
係

〔
］
　
あ
て
先
　
白
石
市
桜
小
路
三

　
　
’

月日

2

健委直力砂シ瘍』
考備

該当者に通知

4

51年1U月’ヒ
、渉出折に通う田

該当者に通知

94

4．16

4．23

5Z年1吐）月且…

該当者’に通知

49年10月生

4．29

4．30

都合により変更になる場合もあ1）ます

　　　　　　　　　　　　■2

52年IO月生
該当者に通知

場　　所

白石市役所

　　〃

越河出張所

　　”

大鷹沢公民館

　　〃

白石保健所

大平公民館

　　〃

白川公民館

　　〃

市民会館
白石保健所

三住婦入ホーム

　　〃

小原公民館

　　〃

市民会館
斎川公民館

　　〃

市民会館
白石保健所

福岡公民館

　　〃

白石保健所

3．1．13の

対象地区

白石地区

　〃
越河地区

大鷹沢地区

　〃

全地区
大平地区

　〃
白川地区

　〃

全地区
　〃
三住地区

　〃
小原地区

　〃
白石以外の地区

斎川地区

　1ノ

全地区
全地区
福岡地区

　〃
白石地区

受付時間

9：30～11：30

13：00～14100

9；30～11：30

13：00～14：00

9：30～11130

13：00～14：00

12：40～12：50

9；30～U：30

13：1）0～14：00

9　：30～11　：30

13；00～14：00

12：30分時間厳守

12：40～12：50

9：30～11130

13：00～14100

9：30～11：30

13：00～14100

12：40～12：50

9，：30～11　：30

13：00～14：00

13：00～13：ユ0

12：30～13：00

9　：30～11　：30

13：00～14：00

12　：40～12　：50

区　 分

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
3ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
1歳6ヵ月児健診

3ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
健康相談
妊婦教室
6ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室12ヵ灯児

育児相談
3歳6ヵ月児健診

健康相談
妊婦教室
6ヵ月児健診

月

ら
O

〃

4
〃

5
〃

6
10

〃

11

〃

12

13

17

〃

20

〃

〃

24

〃

〃

25

26

〃

27

13の出生児です。尚今月の三ヵ月児健診の該当者はS52．12．10－S53


